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強度の約 1/3 であることなどを明らかにした。 
 第５章では、本研究の総括を行い、本研究の成果をまとめた。 
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張強度の 1/2 から 1/3 であることの知見を得ている。 
 以上のように、本論文はロータス金属の疲労特性を様々な方向から調べることにより、実用化が期待されているロ
ータス金属の疲労特性を系統的に明らかにし、ロータス金属を使用する上での信頼性を確保するとともに、疲労強度
と気孔率および引張強度との関係を得ており、材料工学の発展に寄与するところが大きい。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
